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甲
斐
市
は
平
成
16
年
9
月
1
日
に
、
竜
王
・

敷
島
・
双
葉
の
３
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
令

和
6
年
に
市
政
施
行
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

合
併
以
来
、
本
市
で
は
、
第
1
次
総
合
計
画

に
お
い
て
、「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都

市
」
を
市
の
将
来
像
に
掲
げ
、
旧
3
町
の
一
体

化
を
図
り
な
が
ら
、
都
市
拠
点
の
整
備
促
進
や
、

次
世
代
育
成
支
援
の
推
進
な
ど
、
様
々
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

人
口
は
、
合
併
直
後
の
平
成
16
年
9
月
末
時

点
で
7
4
,
0
4
7
人
で
し
た
が
、
令
和
6
年

9
月
末
時
点
で
7
6
,
4
2
4
人
に
増
加
し
て

お
り
、
概
ね
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
全
体
の
人
口
が
急

激
に
減
少
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
に

お
い
て
も
、
将
来
は
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
7
年
度
か

ら
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
3
次
甲

斐
市
総
合
計
画
」で
は
、市
の
将
来
像
で
あ
る「
緑

と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
を
継
承
し

な
が
ら
、
人
口
減
少
対
策
と
地
方
創
生
を
目
的

と
し
た
「
甲
斐
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
総

合
戦
略
」
を
重
点
戦
略
に
位
置
づ
け
、
一
体
的

に
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
将
来
像
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
と
交
流
で
築
く

　
　
　
持
続
可
能
な
地
域
経
済

甲
斐
市
は
、
地
域
経
済
に
大
き
な
波
及
効
果
を

も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
現
在
「
し
の
は

ら
公
園
の
整
備
」
と
「
A
K
A
I
K
A
W
A
I
I

P
R
O
J
E
C
T
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
の
は
ら
公
園
の
整
備

令
和
8
年
度
の
開
園
を
目
指
し
、
現
在
事
業
を

進
め
て
い
る
「
し
の
は
ら
公
園
整
備
事
業
」
で
は
、

「
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
創
造
の
森
」
を
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
公

矢木羽湖から望む富士山

AKAI KAWAII PROJECTで
作ったリンゴ

保
坂

武
甲
斐
市
長

保坂　武（甲斐市長）

昭和20年2月1日生（81歳）　甲斐市在住
昭和52年 4月 竜王町議会議員（3期12年）
平成 3年 4月 山梨県議会議員（3期12年）
平成13年 6月  山梨県議会議長（第108代）
平成15年 4月  衆議院議員（連続3期5年余）
平成19年 8月 文部科学大臣政務官
平成20年10月  甲斐市長（現在5期目）

PROFILE

子
育
て
支
援
と
K
A
W
A
I
I
が
つ
な
ぐ

〜
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
甲
斐
市
の
未
来
〜

甲　斐　市
Mayors of municipalities relay
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園
内
に
は
「
子
ど
も
体
験
学
習
施
設
」
を
建
設
し
、

子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
を
育
む
遊
び
と
学
び
の
場

を
提
供
い
た
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
子
育
て
相
談
や
一
時
預
か
り
と

い
っ
た
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
、
も
の
づ
く
り

教
室
な
ど
の
知
育
事
業
の
展
開
、
大
型
ネ
ッ
ト
遊

具
や
デ
ジ
タ
ル
遊
具
を
備
え
た
遊
戯
体
験
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
、
読
み
聞
か
せ
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
た
図

書
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
、
多
様
な
機
能
を
持
つ

子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
魅
力
と
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

公
園
内
に
は
厨
房
設
備
の
あ
る
多
目
的
棟
を
設

け
、
軽
飲
食
の
提
供
を
可
能
と
す
る
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
広
場
を
設
置
し
ま
す
。
併
せ
て
、
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
時
代
か
ら
生
育
す
る
多
種
多
様
な
既
存
樹

木
を
最
大
限
活
用
し
、
四
季
折
々
の
自
然
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、
園
路
や
東
屋
も
整
備
し
、
子
育
て

世
代
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
世
代
が
集
う
新
た
な

交
流
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
々
な
機
能
を
持
つ
公
園
全
体
の
魅
力
と

機
能
を
最
大
限
引
き
出
す
た
め
、
本
公

園
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
運
営
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

都
市
公
園
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
全
国
的
に
も
事
例
は
あ
り

ま
す
が
、
公
園
と
子
育
て
支
援
施
設
の
一

体
的
な
整
備
・
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

今
回
、
設
計
な
ど
を
手
掛
け
た
、
株
式

会
社
O
p
e
n
A
（
オ
ー
プ
ン
・
エ
ー
）

の
馬
場
正
尊
氏
よ
り
、「
自
治
体
の
所
管

部
局
が
異
な
る
公
園
と
子
育
て
支
援
施

設
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
が
一

体
と
な
っ
て
事
業
を
構
築
し
、
一
体
的

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
の
は
、

全
国
的
に
も
先
進
的
な
事
例
で
あ
る
」
と

の
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
甲
斐
市
の
新
た
な

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
も
広
く
発
信
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
K
A
I
K
A
W
A
I
I
P
R
O
J
E
C
T

次
に
、
甲
斐
市
赤
坂
ソ
フ
ト
パ
ー
ク
内
市
有
財

産
を
活
用
し
、「
山
梨
い
ち
ご
の
王
さ
ま
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
サ
ン
リ
オ
創
業
者
辻
信
太
郎
記
念
館
」

の
開
業
を
契
機
に
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
市
と
地
元
企
業
等
が
連
携
し
、「
A
K
A
I

K
A
W
A
I
I
P
R
O
J
E
C
T
（
ア
カ
イ
・

カ
ワ
イ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
は
、

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
成
功

の
要
は
、
地
域
の
方
々
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
地
域

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
愛
着
、
誇
り
）
と
し
て

捉
え
、
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
ま
す
。
地
域
の
方
々
が
来
訪
者
を
温
か
く

迎
え
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
へ
の

来
訪
者
増
加
や
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
A
K
A
I
K
A
W
A
I
I
P
R
O
J
E
C
T
」

は
始
動
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
連
携
し
、
地
域
の
観
光
集
客
力
を
高
め
る

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
協
力
事
業
者
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

甲
斐
市
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
新
た
な
市
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
捉
え
、
市
内
の
活
性
化
、

交
流
人
口
の
増
加
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
活
力

あ
る
未
来
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
の
変
化
を
進
化
に

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
社
会
を
取
り
巻

く
環
境
は
常
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
変
化
の
波
に

さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
前
進
す
る
た
め
に
は
、
変
化

を
受
け
入
れ
、
進
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

行
政
に
お
い
て
は
、
限
り
あ
る
人
的
資
源
や
財

源
を
効
果
的
・
効
率
的
に
活
用
し
、
社
会
の
環
境

変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
将
来
世
代

に
対
し
て
も
責
任
を
果
た
し
、
ふ
る
さ
と
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

紙
面
の
都
合
上
、
詳
細
は
割
愛
し
ま
す
が
、
課

題
の
解
決
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
か
ら
、
ま

た
別
の
新
た
な
取
り
組
み
の
着
想
を
得
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
甲
斐
市
は
脱
炭
素
先

行
地
域
に
選
定
さ
れ
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

る
中
で
、
防
災
Ｄ
Ｘ
で
あ
る
Ｖ
２
Ｘ
（V

ehicle 
to Everything

）
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
も
、
環
境
の
変
化
を

進
化
に
つ
な
げ
、
甲
斐
市
が
発
展
す
る
よ
う
、
今

後
も
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

「しのはら公園」全体の完成イメージ

「しのはら公園」内に建設中の「子ども体験学習施設」の完成イメージ
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市
川
三
郷
町
に
つ
い
て

市
川
三
郷
町
は
、
山
梨
県
西
八
代
郡
に
位
置
す

る
自
然
豊
か
な
町
で
、
２
０
０
５
年
10
月
１
日
に

市
川
大
門
町
・
三
珠
町
・
六
郷
町
の
３
町
が
合
併

し
て
誕
生
し
、
今
年
町
政
施
行
20
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
甲
府
盆
地
の
南
西
部
に
広
が
り
、
笛
吹
川

や
釜
無
川
が
流
れ
る
穏
や
か
な
地
形
と
、
四
尾
連

湖
や
山
々
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
自
然
が
魅
力
で
す
。

古
く
か
ら
和
紙
づ
く
り
で
知
ら
れ
る「
市
川
和
紙
」、

印
章
の
産
地
と
し
て
名
高
い
「
六
郷
印
章
」、
さ
ら

に
花
火
製
造
な
ど
の
伝
統
産
業
が
受
け
継
が
れ
、

地
域
文
化
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
珠
地
区

で
は
農
業
も
盛
ん
で
あ
り
、「
の
っ
ぷ
い
」
と
呼
ば

れ
る
肥
沃
な
土
地
で
育
つ
大
塚
に
ん
じ
ん
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ
ド
」
な
ど
も

特
産
品
と
し
て
有
名
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
町
内
に

は
夜
景
が
人
気
の
み
た
ま
の
湯
な
ど
観
光
資
源
も

多
く
、
歴
史
と
産
業
、
自
然
が
調
和
し
た
暮
ら
し

や
す
い
町
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

対
話
を
重
視
し
た
開
か
れ
た
行
政
運
営

町
政
運
営
に
お
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
意

見
を
し
っ
か
り
と
聴
く
こ
と
、
そ
し
て
町
と
し
て

の
方
針
や
計
画
、
考
え
方
を
齟
齬
な
く
お
伝
え
し
、

町
当
局
と
町
民
の
共
通
理
解
の
も
と
町
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
多
様
な
形
式
に
よ

り
町
の
方
針
や

計
画
、
考
え
方

を
情
報
発
信
す

る
機
会
を
増
や

し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え

で
、
町
内
企
業

な
ど
を
対
象
に

実
施
中
の
「
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
市
川
三
郷
」

は
じ
め
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
の
開

催
、
対
話
型
の
地
域
懇
談
会
、
各
種
説
明
会
な
ど

と
い
っ
た
直
接
意
見
交
換
を
す
る
機
会
を
設
け
る

こ
と
で
、
対
話
を
重
視
し
た
開
か
れ
た
行
政
運
営

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営

他
の
自
治
体
同
様
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
社
会
で
あ
っ
て
も
持
続
可
能
な
自
治
体
経

遠
藤

浩
市
川
三
郷
町
長

遠藤　浩（市川三郷町長）

昭和37年1月1日生（64歳）
昭和59年 3月  日本大学卒業
平成 15年 4月 ～ 旧市川大門町議会議員
平成17年 10月 ～ 市川三郷町議会議員
平成25年 10月 ～ 山梨県議会議員
令和 3年 10月 ～ 市川三郷町長就任（現在２期目）

PROFILE

みたまの湯夜景

ラウンドテーブル市川三郷

市川三郷町
Mayors of municipalities relay

「
住
み
心
地
の
良
い
町
」

　
　
　
　
　
日
本
一
を
目
指
し
て
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営
が
私
た
ち
の
目
指
す
べ
き
姿
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な
町
政
運
営
お
よ

び
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
行
財

政
改
革
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

令
和
５
年
12
月
に
「
市
川
三
郷
町
行
財
政
改
革

推
進
計
画
」
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。
本
計
画

は
、
計
画
期
間
を
３
年
間
と
し
て
、
聖
域
な
く
全

て
の
施
策
の
総
点
検
を
実
施
す
る
中
で
、
適
正
化

を
図
り
、
経
常
的
経
費
の
縮
減
に
取
り
組
む
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
縮
減
経
費
を
も
と
に
将
来
へ
の
投
資
を
積
極

的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な

市
川
三
郷
町
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
内
で
の
稼
ぎ
出
し
が
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
も
重
要
で
す
。
特
に
、
令
和
11
年
度
末

ま
で
に
２
社
以
上
の
企
業
誘
致
を
目
指
す
六
郷

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
つ
い
て
は
、
興
味
を
示
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
様
に
ご
訪
問
い
た
だ

く
な
ど
、
開
発
実
現
に
向
け
着
実
に
進
歩
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
域
内
消
費
の
促
進
や
税
金
等
の

増
加
を
目
指
す
う
え

で
は
、「
食
品
関
連
」

か
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
」
の
業
種
で
雇
用

拡
大
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
活
用
な
ど

二
次
的
効
果
を
引
き

出
す
こ
と
の
出
来
る

企
業
の
進
出
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
う
え
で
、

空
き
店
舗
活
用
な
ど

の
活
性
化
施
策
に
よ

り
、
ま
ず
は
六
郷
地
区
で
新
た
な
時
代
に
沿
っ
た

活
性
化
政
策
を
展
開
し
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
、
本
町
全
体
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
せ
る

よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
流
・
リ
ン
ケ
ー
ジ
人
口
の
拡
大

ま
ず
、
日
本
体
育

大
学
と
の
連
携
強
化

に
つ
い
て
で
す
。
本

町
出
身
で
あ
る
今
村

裕
日
本
体
育
大
学
常

務
理
事
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
集
団
行
動
の

公
開
練
習
が
本
町
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
本
来
な

ら
ば
実
施
自
治
体
に

よ
る
費
用
負
担
が
一

般
的
で
あ
り
ま
す
が
、
例
年
日
本
体
育
大
学
の
ご

厚
意
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
４
回
目
と
な
る
今
年

は
、
練
習
の
公
開
だ
け
で
は
な
く
初
の
企
画
で
体

験
教
室
を
行
い
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
１
日
に
は
本
来

で
あ
れ
ば
実
現
が
難
し
い
、
同
大
出
身
の
横
綱
大

の
里
関
の
来
町
お
よ
び
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
日
本
体
育
大
学
と
の

連
携
強
化
の
中
で
、
町
民
生
活
の
向
上
や
町
の
町

政
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
事
業
展
開
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
国
際
交
流
に
つ
い
て
で
す
。
特
に
中
東

の
オ
マ
ー
ン
国
と
は
交
流
を
深
め
て
お
り
、
令
和

７
年
１
月
の
オ
マ
ー
ン
国
内
で
の
神
明
の
花
火
を

打
ち
上
げ
、
今
年
11
月
20
日
の
オ
マ
ー
ン
建
国
記

念
日
に
あ
た
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ
に
は
、
町
内
産

業
関
係
者
と
町
関
係
者
が
大
使
館
に
お
招
き
い
た

だ
き
、書
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
お
よ
び
新
開
発
中
の
「
富

士
山
レ
モ
ン
」
製
品
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
ご
好
評
い
た
だ
い
ま

し
た
。
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
は
各
国
の
駐
日
大
使
館
関
係
者
が
ご
招
待
さ
れ

ま
す
の
で
、
本
町
の
魅
力
を
世
界
発
信
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
・
バ
ガ

ハ
ン
ガ
イ
区
か
ら
の
市
民
代
表
者
来
庁
も
あ
り
ま

し
た
。
相
手
方
は
農
業
や
医
療
、
教
育
に
関
す
る

技
術
ま
た
は
交
流
を
求
め
て
、
本
町
と
し
て
は
、

綿
羊
な
ど
を
本
町
繊
維
産
業
へ
の
活
用
、
マ
ッ
ト

レ
ス
を
輸
出
で
き
な
い
か
な
ど
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
住
み
心
地
の
良
い
町
」

　
　
　
　
　
　
日
本
一
を
目
指
し
て

平
成
17
年
10
月
１
日
、
市
川
三
郷
町
と
し
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
あ
の
日
か
ら
、
町
民
の

皆
さ
ま
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力

の
も
と
、
本
町
の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
重
点
施
策
の
ほ

か
に
も
、
み
た
ま
の
湯
周
辺
農
業
も
含
め
た
高
付

加
価
値
化
、
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
創
設
、
町
内
施

設
の
活
性
化
、
都
市
計
画
道
路
お
よ
び
安
全
安
心

な
道
路
整
備
、
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
更
な
る

連
携
強
化
な
ど
取
り
組
む
べ
き
施
策
は
数
多
く
あ

り
ま
す
。

こ
の
節
目
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
行
政
の
相
互
理
解
の
も
と
諸
政
策
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
ふ
れ
る

市
川
三
郷
町
を
実
現
し
、「
住
み
心
地
の
良
い
町
」

日
本
一
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

六郷IC周辺

集団行動練習
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法
的
に
曖
昧
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
構
造
的
課
題

が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
、
公
益
財
団
法
人
全
国
山

の
日
協
議
会
の
政
策
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
が
、

日
本
の
山
道
や
登
山
道
は
現
在
、
利
用
以
前
に
維

持
管
理
そ
の
も
の
が
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
山
道
を
取
り
巻
く
環
境
の
複
雑
さ
が
、
維
持

管
理
へ
の
関
与
を
難
し
く
し
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
山
守
人
は
、
山
道
を
Ｍ
Ｔ
Ｂ
で
「
利
用

す
る
こ
と
」
と
「
維
持
す
る
こ
と
」
を
一
体
と
し

て
考
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
利
用
が
進
め
ば
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
、
そ

の
中
か
ら
維
持
管
理
の
担
い
手
が
生
ま
れ
ま
す
。

山
道
の
利
用
と
維
持
の
関
係
を
、
わ
か
り
や
す
く

健
全
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
で
、
多
く
の
人
が

山
道
を
通
じ
て
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
の
魅

力
を
再
発
見
し
、
地
方
創
生
の
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
市
川
三
郷
町
を
は
じ
め
と
し
た

地
域
行
政
と
の
協
定
締
結
、
登
山
道
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
利

用
と
巡
視
・
整
備
、
地
域
住
民
向
け
の
山
道
体
験

の
機
会
づ
く
り
、
小
学
校
で
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
を
活
用
し

た
自
転
車
教
室
、
電
動
ア
シ
ス
ト
付
Ｍ
Ｔ
Ｂ
や
山

道
を
活
用
し
た
災
害
協
定
、
県
内
外
の
人
々
と
連

携
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
会
員
組

織
に
よ
る
定
期
的
な
山
道
整
備
と
ラ
イ
ド
活
動
、

さ
ら
に
活
用
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
か
っ
た
市
川

三
郷
町
の
都
市
公
園
「
市
川
公
園
」
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
で

の
再
生
や
指
定
管
理
業
務
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
行

政
の
財
政
負
担
や
人
員
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が

る
と
同
時
に
、
地
域
振
興
、
観
光
振
興
、
防
災
、

防
犯
、
獣
害
対
策
と
い
っ
た
公
益
的
な
効
果
を
生

み
出
す
先
進
的
な
取
り
組
み
で
す
。

一
方
で
、
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
順
風

満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
自
身
も
親
類

も
、
山
梨
県
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
完
全
な
よ

そ
者
で
し
た
。
最
初
の
7
年
間
は
本
業
の
傍
ら
東

京
か
ら
通
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
次
第
に
本
業
以
上
の
時
間
と

労
力
を
要
す
る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
を
辞
め
て
山

梨
に
移
住
し
ま
し
た
。
非
営
利
活
動
を
持
続
さ
せ

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
事
業
化

し
、
法
人
を
設
立
し
、
収
益
を
公
益
活
動
に
充
て

る
形
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
言
う
ロ
ー
カ

ル
ゼ
ブ
ラ
、
社
会
課
題
解
決
型
の
事
業
で
し
た
。

活
動
開
始
当
初
は
、
地
方
創
生
や
自
転
車
活
用

推
進
、
観
光
立
国
、
森
林
空
間
活
用
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

な
ど
と
い
っ
た
言
葉
も
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
活
動
を
続
け
る
中
で
、
そ
う
し
た
考

え
方
が
社
会
に
広
ま
り
、
結
果
と
し
て
私
た
ち
の

実
践
が
先
進
事
例
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
土
地
で
ゼ
ロ
か

ら
活
動
を
始
め
、
生
き
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
身
近
な
人
々
に
支
え
ら

れ
、
不
屈
の
精
神
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
相
談
を
受
け
、
全
国

各
地
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
は
、
す
で
に
そ
こ
に
あ
る
力
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
耳
を
傾
け
、
真
摯
に
向
き
合
い
、

連
携
す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
本
物
の

力
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
利
用
し
て
す
り
減
ら

し
使
い
捨
て
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

観
光
に
偏
り
過
ぎ
れ
ば
地
域
住
民
が
な
い
が
し

ろ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
公
益

性
を
大
切
に
し
た
官
民
連
携
の
、
自
発
的
で
持

続
的
な
前
例
の
無
い
取
り
組
み
が
、
こ
れ
か
ら

の
自
治
に
は
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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い
に
し
え
の
山
道
が
教
え
て
く
れ
る
地
域
の
宝
：
そ
こ
に
あ
る
も
の
に
気
づ
き
、
大
切
に
す
る

私
は
山
形
県
鶴
岡
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
野
山
や
海
が
身
近
に

あ
り
、
自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
が
日
常
で
し
た
。

自
然
と
人
の
営
み
が
近
い
環
境
で
過
ご
し
た
経
験

と
留
学
経
験
か
ら
、
日
本
の
地
方
の
す
ば
ら
し
さ

を
客
観
的
に
理
解
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
現
在
の

活
動
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
も
国
内
外
で
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
親

し
ん
で
き
ま
し
た
が
、
就
職
す
る
と
時
間
の
制
約

が
大
き
く
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
多
様
な
ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
を
続
け
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
出
会
っ
た
の
が
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
（
以
下
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）
で
す
。
登
山
の
静
け
さ
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ス
リ
ル
、
そ
し
て
日
本
の
様
々

な
地
域
を
自
由
に
探
索
す
る
楽
し
さ
を
併
せ
持
つ

こ
の
遊
び
に
、
強
く
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
で
は
山
道
を
Ｍ
Ｔ
Ｂ
で
走
行
し

て
よ
い
と
明
確
に
定
め
た
法
的
根
拠
は
存
在
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
道
は
、
日
本
の
地
域
を
知

り
、
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
伝
え
る
重
要
な
空
間

で
す
。
ま
た
数
百
年
間
、
日
本
人
の
生
活
を
支
え

続
け
た
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
し
た
。
Ｍ
Ｔ
Ｂ
が
普

及
し
て
い
け
ば
、
い
ず
れ
規
制
の
対
象
に
な
る
だ

ろ
う
と
考
え
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
を
正
式
に
社
会
に
位
置
付

け
る
た
め
の
活
動
を
13
年
前
に
開
始
し
ま
し
た
。

世
界
的
に
見
る
と
、
先
進
国
で
は
全
人
口
の

2
％
~
10
％
程
度
が
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
カ
ー
と
言

わ
れ
て
い
る
ほ
ど
普
及
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
日

本
で
は
そ
の
割
合
は
0
・
1
％
未
満
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
山
道
が
非
常
に
複

雑
な
地
権
者
・
管
理
者
・
関
係
者
の
も
と
に
置
か

れ
、
行
政
と
し
て
も
許
認
可
の
判
断
が
難
し
く
、




